














































人々の生活は激変し、いわばグローバル経済の荒波にもまれた状態と表現してもよいだろう。こうしたモンゴルの現状を、グローバリゼーショ のただ中にあるといえばよい か 一九九〇年代に迎えた市場経済化以降のポスト・グローバリゼーションの段階にあ と表現すれば い かについては意見が様々あろう。ただ、 「ポスト・グローバリゼ ション」
の意味が、単にグローバリゼーションの「後」という時間経過を示すだけでなく、世界のグロ バル化が抱える問題を「超えていく」という志向を内包するとすれば、本論ではモンゴル国 グローバル化が抱える問題を明らかにすることで、 ポスト・グローバル化」社会を考察していきたいと考える。
 
現在のモンゴル社会は、世界のグローバル化の流れを受け
て欧米文化に強く影響を受けているとい が、その一つがスポーツの分野であると考えられる。もちろん、欧米で盛んな「スポーツ」 （ここではバスケットボールやサッカーなどの国際 ）は民主化以前でも、まった 知られていなかったわけではない。当時のソビエト連邦を通じて、いわゆる「国際的な」スポーツ文化に触れる機会も一部の国民にはあった。しかし、現在はそれとは比較にならないほどそれの認知が進んでいる。国民の間 グローバル経済が浸透し、市場経済 根付いた現在において、スポ ツ文化の視点からモンゴル国のグローバル化の問題を取り上げ ことは 当該文化のポスト・ を考察す 一つ 方法たり得ると考えられる。
 












ンゴル国の伝統スポーツである相撲が、グ ーバル が導入されたのち、稽古や試合方法がどのよう 変化したのかについて触れた。
 
ただ現在のところ、モンゴル国の「グローバル化されたス























国とその国民はグローバル経済への大きな転換期を未だ通過中であるといえるかもしれない。 国際通貨基金 世界銀行、アジア開発銀行などの多国間開発銀行や援助 に誘導され、貿易の自由化や企業改革など 着手している が現状である。こうした「援助」や「融資」に頼 いる状況が、モンゴル国のグローバリゼーションだといえなくもない。このような援助や融資を受ける条件 して、モンゴル国は 民に対して土地所有法を用いて土地所有を促進させた側面がある小長谷有紀
（8）も世界銀行やアジア開発銀行が、貸しつけた資






く関わってきている。一九九一年にソビエト連邦が崩壊するやいなや当時のモンゴル人民共和国は社会主義を放棄しているが、その直後第一回モンゴル支援国会議が行われ、世界各国から総額一億五〇〇〇万ドルの援助が行われることが決定されて る。その援助金の ち日本は五五〇〇万ドルの援助を負担したと言 れ いる。そうして、その後毎年日本は五〇〇〇万 七〇〇〇万ドルの援助を行い、モンゴル国の最大の援助国となる。 れをモンゴルの国家予算に換算すると、予算の三分の一～二分 一 額を日本が無償援助していることになる
（10）。これらは、援助もしくは支援であること









                       
そうした経済的なグローバリゼーションの一方で、とくに首都ウランバートルでは文化的な側面、いわゆる大衆文化のグローバリゼーションも見受けられる。たとえば、首都近郊ではすでにアメリカ合衆国、韓国、日本などのテレビ番組を衛星放送で鑑賞することが可能であり、こうし 海外文化への関心は年々高まっていると感じられる。インタ ネット 普及もあり海外の流行歌、映画、テレビドラマの情報は ち早く入手できるし、ファッションにおいてもヨーロッパやアメリカ産の高級服ブランドが市内に店舗を構えている。さらにファーストフード店ケンタッキーフライドチキンも出店を果たし、国民の平均年収を考えると決して手軽に買えると思えない金額であるにもかかわらず、予想 反し開店当日は長蛇の列ができたといわれている。
 
モンゴル国においてグローバル化政策がとられるために












                         

































ある「ナーダム」につきものなのは、元来馬乳酒であった。馬乳酒は、馬が母乳を出す夏季にだけ作られるモンゴルの風物詩で り、人々にとって夏の楽しみでもある。その間 、馬乳酒しかほとんど口にしない老人さえ ほどであ 、一年間の 「毒素」 を出してくれると考えられている、 いわば 「薬」の役割を果たすほど大切な飲み物でもある。ナーダムは毎年七月に開催されるものであるので、馬乳酒はまさしく「ナーダムの飲み物」である。相撲の試合中も取り組みが長引くと（モンゴル相撲は土俵がないこともあって、一つの取り組みが時には何時間もかかるほど長時間が特徴
（15））一端中断し、
力士は馬乳酒を んで英気を養い、再び取り組むという場面もしばしば見受けられる。 ま 、 ナーダム もう一 の競技、競馬においても先頭でゴールを果たした駿馬五頭は 「馬乳酒の五頭」とよ れ、 ール後に馬乳酒を頭や体からかけもらうことで寿 れるのである。
 
すなわち馬乳酒は、ナーダムが行われる夏の風物詩である
だけでなく、力士に力を与え 駿馬を寿ぐナーダムに欠かせない飲み物なのである。 「モンゴル国民のナーダムの飲み物」を挙げるの あれば、すなわちそ は馬乳酒 あ はずである。そうした歴史を知ってか知らずか ナ ダム会場の入り口のコカ・コーラの「モンゴル国民のナーダムの飲み物」という看板は、グローバリゼーションの 暴力」すら感じられる文言である。伝統的なスポ ツ文化を通じて食のグローバ
 
 












              リゼーション― ―アメリカナイゼーションともいうが― ―が広がり、そもそもの伝統を侵食していくという、ひとつの事例をここでは見受けられるのである。
 
また、欧米産のいわゆる「国際」スポーツ熱は徐々に高ま




の新築ラッシュが続いてい が、その折のマンションの「売り」の謳い文句に、敷地内に「バスケットボールができるコートがある」というものもある。さらにここ数年で非常に人気が出てきた私立の学校でも、学校案内パンフレットには、施設の整ったバスケットボールコートなどを積極的に紹介している。こうした事例から分かることは、市場経済の浸透のもとで出現した富裕層が、ステータスや憧れ 感じる象徴がバスケットボ ルなどのアメリカスポーツ文化であるということであるだろう。
 
多木浩二は「スポーツは身体のゲームにすぎないが、同時
にある表象として世界を覆 てい ものである。これ 参入することができるかどうか 、近代社会 仲間入りをしるかどうかの指標になることがある
（16）と述べている。さら














が、少なくともモンゴル国にとって欧米発のスポーツ文化を積極的に受け入れ こ は、 「世界の現状に適応する条件をつくること」に他ならないだろう
 
モンゴル国が世界の現状への適応をスポーツにおいて成
そうとしている すれば、服装やスポーツイベ トのやり方だけでなく、その技術も積極的に受け入れようとしていることは想像に難くな 。実際、留学などを経たモンゴル国民が国際スポーツの技術を自国に持ち帰った例もあ だろう 、国際協力という名のもとに 他国の人間が意図的に国に伝えた場合もある。そうした他国からの意図的な国際スポーツの伝達を「スポーツの国際交流」と言 てしまえば、平和外交という意味が強調され、奨励されるべき活動と短絡的にとらえられがちである。もっともスポーツを通しての国際交流を全面否定するつもりは いが スポーツ 国際協力であれば何の躊躇もなく積極的に推し進め べきもの いう一方的な考え方には疑問を感じ
 
グローバル社会においてスポーツの国際協力とはどうい
















の関根）が「野球が好き」という熱い気持ちだけを胸に、モンゴルで野球を教え というノンフィクションで る。野球というスポー の存在すら知られていない一九九〇年代のモンゴル国で、当地独特の気質や習慣に戸惑 ながらも、真摯に誠実に問題を乗り越えようとするストーリ と っている。 初の野球場（これも日本の徳島県 援助 建設されたものである） ナショナルチームや少年たちに野球の面白さを伝えた、四年間のモン での「野球青春記」である。主人公は、決してモンゴル人の考え方を頭ごなしに否定したり自分の考えを強要したりすることなく、そ でも野球の楽しさを伝えたいという一心 、粘り強く一つ一つ ハードルを乗り越え、選手や子どもたちに寄り添った形で野球を教えていく姿に共感を呼ぶものとなってい 。
 
この映画において、日本人にとっての野球は映画監督（武
正晴）の言葉に象徴されて ように感じ 。武監督は「関根さん（作者）のモンゴルでの青春は僕に っての憧れ」
31 モンゴルにおけるスポーツ文化のグローバリゼーション
述べている。野球は、子どものころの甘酸っぱい思い出の一頁であり、それが誰しもモンゴルに抱く「草原」のイメージと重なったときには、それぞれ個々人の青春の心象風景とぴったりとマッチす のであろう。映画に登場するモンゴルの子どもたちは、日本では今や見ることができな なった真っ黒に日焼けした元気あふれる 「子どもらしい子ども」 であり、その子ども ちの笑顔は 無心 白球を追いかけた純粋だたころの自分の姿と重な い、ノスタルジックな記憶が呼び覚まされてくるのかもしれな 。現に映画のポスターは、典型的なモンゴルの草原 前で、 モンゴルの 「やんちゃ坊主」たちが野球のユニホームで笑っている。しかし実際は、映画の中でも、 「草原で」野球をするシーンはでてこない。徳島県の有志から送られた 「野球場」 で野球を練習する である。それでも、草原をバックにポスターを制作したという意図我々日本人が「モンゴルで野球をするこ 」のイメージの中に、あくま 「 」が組み込まれているからだろう。日本人にとってモンゴルで野球をすること 一方的 思 入れが映画のポスターは物語っている。
 
一方モンゴル人にとっての野球は、我々の「青春そのもの












野球を通じ 「何を感じるか 全く異な ている。こわれわれが、考えなければならないのはスポーツ文化のグローバリゼーションが進む今日において、スポーツ文 伝える側が伝えら る側の論理をどこまで考慮に入れているかという事だろう。
 
まず考えなければならない一つに、グローバリゼーション




根が乗り越えるべき人物として描かれている。彼はモンゴル的やり方を崩さず、旧態然 た態度をなかなかゆるめようとしない人物なのである。ある き国際試合で、関根がルールを理解していないモンゴル人監督に忠告する場面がでてくる。その忠告に耳を貸さない監督が関根に向かって言う言葉がある。 「モンゴルと日本は ール 違うんだ。それはおまえらが勝手につくった ールだろう」 。モンゴル人監督にとっては、自分より「 （野球チーム内での）格下」の若造に正論を忠告されたことにプライドが傷ついたこともあり、半ば自棄を起こしてのセリフである。
 
しかしこの監督のセリフには、我々が考えさせられること















根は、モンゴル国立大学に通う傍ら、野球を何 かこの国の人々に広めようと、同級生など しきりに野球をしようと呼びかける。するとある学生から、バットをいつも肌身離さず持っている彼を嘲笑しながら「おまえら どこ 行ってもアメリカ人のまねばかりだな」と言われる場面がある。映画は、彼の行為がなかなかモンゴルの人々 受け入れてもらえない苦労が分かるシーンとして描かれてい
 
ただ、この「おまえら」はすなわち「日本人全体」を表し





中では監督の妻のセリフ）だとして映画ではとらえられていると先ほど述べた。急激な民主化で先が見えなくなっているこの国で、野球はいわば「希望」であり「夢」 もある。映画では、ひと時モンゴルで社会問題になっ いた「マンホールチルドレン」が に参加する 、明日へ 希望をつなぐ感動的シーンも出てくる。家も両親も失った孤児が、仲間と野球をするこ 、自分 力 は如何ともしがた 困難な現状を乗り越えられる力として描かれている。また原作著書では、国際試合のためにアメリカ合衆国へ遠征したモンゴル人選手が、そのまま逃亡しアメリカ 移住してしまった現状も記されている。このような事例は言うまでもなく、モンゴル人にとって野球は「自由」への切符であり手段 である。
 
ここで筆者が指摘したいのは、モンゴル国民にとっての
「夢」や「希望」が、日本人によって強化された「アメリカ的自由 に単純に書き換えられる危険性であ 。当時ＪＩＣＡ理事長であった緒方貞子は 途上 援助についてこう語っいる。途上国援助は、現場に近いところにいるほど何が必要かわかるもの り、地域ごとの問題をきっちりと把握して、相手の国の人たちとよく交わりながら需要 掘り出ししい――
（19）。 モンゴル国にとって困難な現状を乗り越えるため
の「夢」や「希望」は、どうあるべきな か。そ は、欧米






ーバル社会の大きな波にのまれ、遊牧の生業は崩 定住化が進むことになった。土地所有法によって、国民一人ひとりに土地が配布されると、ますます定住化が進み、グローバル経済が広がる なり、国民生活は大きく変 すること った。
 
その結果、人々の生活そのものもグローバル化されること








る側と伝えられる側に思い入れの齟齬があることを指摘した。伝える側 我々は、野球をどこか遠き良き青春のノスタルジーと重ねあわせ、いつしか美しい物語へと昇華させる。それが、スポーツを通じ の「国際支援」を支え モチベーションともなる。
 
一方で、新しい欧米 スポーツ文化（すなわち国際スポー
ツ）である野球を伝えられるモンゴル国民側は うだろうか。野球は、彼らに って激動の時代、激変の社会 何と 生
























(8) ＮＨＫ教育テレビ「視点・論点」 （二〇〇二年一〇月一一日放送）の中で、 「モ ゴルとグローバリゼーション」について小長谷有紀が語っている。
 
(9) 伊豫谷登士翁『グローバリゼーションとは何か― ―液状化する世界を読み解く』 、平凡社新書、二〇〇二年、五〇頁
 































Globalization of the sport culture in Mongolia 
- “Sport” as the method to enter “the world” - 
 
INOUE Kuniko  
 
 
The state of Mongolia, democratized in the 1990s, was affected by the 
globalization, thus the nomadism collapsed, and was going ahead through the 
domiciliation. When land was distributed to citizen by the law of landholding, the 
domiciliation progressed more and more. And the global economy changes the 
lifestyle of the people dramatically, and the sport culture of Mongolia changes 
itself, too. The product of the European and American sporting goods company 
was sold in the city, and, a European and American drink products have 
sponsored the traditional event of the nation. In addition, international sports are 
more popular than traditional sports nowadays. 
This article mentions that there are some problems in Mongolia when 
international sports spread through State of Mongolia. I discussed the 
globalization of sport with a movie “Mongoru yakyu Ｓeisyunki(description of 
Mongolian baseball youth)” as an example. 
Discussing the case, it became clear that there are some differences in 
attachment for playing baseball between the side to convey baseball and the 
conveyed side in State of Mongolia. We, Japanese compare the story to the 
nostalgia of good old days. It becomes the foundation of “the international 
support” through sports. On the other hand, the Mongolia nation compare the 
playing baseball to the ticket of getting “freedom”. But it may be that “freedom” is 
defined by the world of the globalization. We should reconsider it whether it is 
“freedom” that Mongolian people need truly. 
 
 
37 モンゴルにおけるスポーツ文化のグローバリゼーション
